
五

山

拾

菓

1
－
－
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
「
祭
分
留
略
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
　
－

中

ー

．

－

′

徳
之
助

数
年
前
、
「
梅
花
無
尽
蔵
」
の
著
者
万
里
集
九
の
跡
を
た
ず
ね
て
美
濃
の
鵜

沼
を
訪
れ
、
今
昔
の
感
を
深
く
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
帰
途
、
琵
左
文
庫
で

閲
覧
し
得
た
「
誉
分
甜
暗
」
に
、
思
い
が
け
な
く
万
里
を
偲
ぶ
よ
す
が
を
得

た
。
「
繋
分
瓢
略
」
が
、
万
里
の
著
作
と
も
言
わ
れ
る
「
新
出
集
」
と
関
係
が

無
く
も
な
い
こ
と
に
も
心
が
ひ
か
れ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

新
資
料
紹
介
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
五
山
の
文
学
の
林
に
足
を
踏

み
入
れ
て
、
ふ
と
目
に
触
れ
た
落
葉
の
ひ
と
ひ
ら
に
、
万
里
集
九
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
今
は
そ
の
名
さ
え
定
か
な
ら
ぬ
古
人
の
営
み
を
醸
し
む
の
で
あ
る
。

本
宿
は
、
毘
左
文
相
の
御
厚
恵
で
入
手
し
得
た
写
裏
版
に
よ
っ
て
綴
っ
た
も

の
で
あ
る
。
原
本
に
つ
い
て
さ
ら
に
確
か
め
る
べ
き
い
く
つ
か
の
点
を
そ
の
ま

ま
に
発
表
す
る
怠
惰
も
、
如
上
の
心
情
に
免
じ
て
許
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

l

荘
左
文
机
図
番
解
説
H
、
附
琶
左
文
陸
田
雨
日
録
抄
（
愛
知
県
立
女
子
大
学

国
文
学
研
究
室
編
）
　
に
、

緊
分
斑
略
　
釈
師
錬
　
室
町
末
期
刊
　
穂
川
家
康
旧
蔵

と
あ
る
。
室
町
初
期
の
板
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
国
書
総
目
録
に
「
宝

町
時
代
版
（
五
山
版
）
」
と
し
て
記
敢
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
霞
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
繋
分
瑞
略
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
賢

分
斑
略
は
、
注
記
を
書
き
込
む
た
め
の
配
慮
か
ら
か
、
丁
毎
に
丹
念
に
白
紙
に

貼
付
さ
れ
、
さ
ら
に
本
文
の
前
後
に
白
紙
の
数
丁
を
添
え
て
一
冊
に
綴
ら
れ
て

い
る
。
前
後
の
数
丁
の
白
紙
に
は
備
忘
の
た
め
と
思
わ
れ
る
漢
籍
な
ど
か
ら
の

抄
録
が
、
本
文
の
白
紙
部
分
に
は
深
分
孤
略
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語
の
用
語
例

が
、
び
っ
し
り
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
く
抽
字
で
㌫
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
背

き
込
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

書
き
込
み
は
多
く
漢
籍
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
付
の
丁
の
古
き
込
み

に
つ
ぎ
の
一
文
が
あ
る
。

天
神
賛
　
　
　
　
万
里
之
作

凡
以
絵
事
取
丞
相
之
妙
質
者
二
。
其
一
別
冠
炎
衣
裳
。
而
在
威
儀
法
度
中
老

是
也
。
其
一
別
撃
紗
之
中
。
締
羅
之
袋
。
手
持
緋
紡
者
是
也
。
冠
克
之
一
。
則

措
不
論
也
。
緋
朽
之
一
。
則
是
謂
入
唐
天
神
也
。
或
日
。
是
則
霜
鳥
之
遣
橡

也
。
両
師
加
緋
梅
一
枝
以
為
丞
相
也
。
未
知
効
目
㌢
□
□
四
年
丞
相
降
菅
原
院

是
羊
之
家
。
拝
是
喜
為
父
。
不
槽
凡
胎
而
下
降
者
乎
裁
。
再
除
六
籍
之
荊
研
。

而
孔
孟
之
遺
挑
日
。
忽
提
五
常
之
紀
綱
。
而
唐
虞
之
化
布
春
。
有
限
自
然
香
之

謂
也
。
礼
楽
嗣
崗
之
四
無
出
其
右
者
。
揖
然
世
事
相
変
。
人
心
易
移
。
及
鵬
囁
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芳
欧
之
最
。
不
鶏
鳴
采
葛
之
什
也
。
昌
泰
四
年
孟
春
下
榊
。
受
左
遷
之
命
突
。

詠
海
西
之
月
於
驚
波
之
声
。
望
浩
上
之
雲
於
幕
粗
之
色
。
違
旅
群
瞼
而
訴
居
吊

影
。
歪
有
丞
相
平
生
所
愛
梅
花
一
樹
。
造
次
必
想
。
暗
流
必
想
。
朽
亦
恋
主
之

惜
替
々
不
断
。
揚
離
封
之
杖
わ
左
具
。
揚
炊
封
之
枝
為
右
雄
。
海
西
万
里
。
l

飛
而
入
云
柑
之
請
居
。
迭
為
栗
伴
奏
。
後
人
名
目
飛
描
。
飛
梅
則
緋
栢
也
。
延

再
三
年
季
春
二
十
有
五
日
。
終
太
守
府
之
安
楽
寺
英
。
歳
在
寵
予
。
歳
在
地

乎
。
而
後
謎
賜
天
満
大
自
在
天
神
之
号
也
。
総
扶
桑
六
十
六
州
之
中
。
為
梅
花

之
主
人
。
而
擁
護
四
海
。
其
霊
異
不
可
勝
計
也
。
挙
世
只
聞
有
七
字
之
号
。
不

知
亦
有
五
和
之
名
。
椚
為
純
信
之
人
格
五
名
之
秘
伝
。
不
敢
為
不
信
之
者
発

マ
マ

篤
。
在
都
率
天
則
号
好
玄
。
千
手
之
応
現
也
。
居
帝
駅
宮
則
称
迅
良
。
大
日
之

変
相
也
。
住
淡
膵
天
則
名
良
道
。
持
地
之
垂
＜
跡
也
。
降
北
野
別
口
道
信
。
信

或
作
実
。
文
殊
薩
掩
之
分
身
。
止
安
楽
∨
（
下
楽
）
別
口
道
頁
。
十
一
両
槻
自

在
之
化
身
也
。
梁
昭
明
太
子
所
撰
之
文
選
二
子
之
秘
訣
。
亦
複
在
此
五
種
之
車

両
己
。
且
託
宣
公
日
。
知
五
種
之
名
者
我
必
加
護
也
ゾ
曾
如
径
山
仰
鑑
大
禅
師

之
嵩
室
。
掬
仏
法
的
々
之
水
。
翠
受
一
枝
之
信
衣
。
前
所
謂
入
唐
天
神
是
也
。

轟
党
丞
相
之
一
身
。
為
五
為
十
為
千
万
億
。
是
仏
身
平
。
菩
薩
身
乎
。
長
者
身桁

力

乎
。
居
士
身
平
。
睾
官
身
平
。
只
仏
旧
著
所
見
之
境
。
無
物
物
不
皆
是
仏
身
乎
。

貝
菩
薩
旧
者
所
見
之
境
。
無
物
物
不
皆
是
菩
薩
身
。
具
長
者
居
士
睾
官
服
者
所

見
之
境
。
無
物
物
不
皆
是
長
者
居
士
宰
官
身
也
。
然
別
柏
是
金
剛
界
之
丞
相

也
。
菰
相
是
胎
蔵
界
之
施
也
。
万
法
帰
一
。
一
別
橘
花
之
無
尽
蔵
也
。
序
以
論

丞
村
本
跡
之
二
門
。
詩
以
挙
梅
花
授
受
之
一
法
云
。

南
無
大
自
在
天
神
　
三
世
紅
梅
成
主
人
　
手
取
一
枝
酬
法
乳
　
曾
遊
雲
遠
径

山
春

江
左
朽
庵
万
里
婁
集
九
題

（
本
文
の
字
体
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
。
）

＜
　
∨
内
の
二
十
三
字
、
原
文
に
は
末
尾
に
記
す
。
本
文
の
「
垂
下
楽
則

日
」
の
「
垂
」
字
の
下
の
脱
文
と
考
え
た
。
「
下
楽
」
の
二
字
が
落
ち
つ
か
な

い
が
、
も
と
「
止
安
楽
」
の
下
に
「
則
日
」
以
下
の
文
が
続
く
こ
と
を
指
示
す

る
こ
と
ば
と
し
て
詔
か
れ
て
い
た
も
の
を
、
こ
の
封
き
込
み
の
筆
者
が
本
文
の

こ
と
ば
と
し
て
誤
り
写
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

天
神
の
名
号
に
つ
い
て
は
、
碧
山
日
録
・
応
仁
二
年
四
月
八
日
条
に
兜
率
良

好
・
柏
利
広
遠
・
夜
摩
利
遺
・
四
王
則
貞
・
應
王
宮
良
道
・
四
悪
趣
広
通
・
色

無
色
弥
貞
・
楽
変
化
遺
貞
・
太
宰
府
道
尚
・
北
野
宮
遺
実
の
十
名
号
が
記
さ
れ

て
い
る
。
江
戸
時
代
の
嘉
艮
喜
随
筆
（
日
本
随
筆
大
成
所
収
）
　
に
は
好
去
・
遺

良
・
遺
信
・
道
直
・
道
真
・
広
幾
・
賀
正
・
夷
道
J
追
突
・
良
道
の
十
名
号
を

記
す
。「

摘
花
無
尽
蔵
」
の
詔
木
に
つ
い
て
見
る
に
、
上
掲
の
天
神
賛
の
作
は
、

「
南
無
大
自
在
天
神
云
云
」
の
詩
の
み
が
天
神
贅
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り

（
続
群
書
期
従
本
梅
花
無
尽
蔵
系
統
で
は
巻
四
）
、
序
は
見
え
な
い
。
序
の
存

在
は
「
緊
分
融
略
」
の
こ
の
書
き
込
み
に
よ
っ
て
始
め
て
知
る
の
で
あ
る
。

万
里
集
九
が
天
神
贅
仰
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
は
、
拓
花
無
尽
蔵
に
所

収
の
天
神
賛
・
費
天
神
と
題
す
る
詩
が
十
七
首
（
重
出
を
除
い
て
十
五
首
）
あ

り
、
と
く
に
巻
三
下
の
天
神
贅
の
注
に
「
余
今
七
十
三
。
作
天
神
之
賛
数
十

帯
。
此
詩
溝
散
蠍
。
」
と
あ
る
に
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
詩
序
の
真
偽
が
間
題
と

な
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
他
の
天
神
賛
、
な
ら
び
に
詩
序
と
比
し
て
、
偽
作
と
見

る
べ
き
徴
は
無
い
。

京
都
大
学
史
学
研
究
宝
蔵
「
五
山
禅
僧
詩
文
集
」
に
万
里
の
作
が
多
く
抄
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
玉
村
竹
二
氏
に
よ
っ
て
は
や
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
群
青

解
題
第
五
巻
）
が
、
こ
の
書
に
も
「
南
無
大
自
在
天
神
」
の
詩
の
み
有
っ
て
詩

序
は
な
い
。
た
だ
、
詩
に
「
管
藤
備
中
守
請
之
。
」
と
い
う
注
記
が
有
る
点
、
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諸
本
と
異
な
る
。
万
里
と
交
渉
の
深
か
っ
た
美
濃
の
斎
藤
氏
に
こ
の
天
神
費
の

詩
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
し
か
し
、
詩
序
で
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
詩
と
詩
序
と
叙
す
る
内
容
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
詩
序
も
ま

た
斎
藤
備
中
守
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
万
里
は
そ
の
斉
に
梅
花
無
尽
蔵
と
命
名
し
、
詩
集
に
も
そ
の
名
を
冠
し
て
い

る
が
、
「
杭
花
無
尽
蔵
」
の
語
は
、
陸
放
翁
の
「
江
郊
車
馬
溝
斜
曙
　
争
栓
雨

域
未
聞
扇
　
要
請
梅
花
無
尽
蔵
　
人
人
襟
袖
帯
香
帰
」
　
（
看
病
帰
馬
上
戯
作
・

剣
南
詩
茹
巻
九
）
の
詩
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
　
－
　
四
河
入
海
三
ノ
二
に

「
自
云
。
子
由
家
班
無
一
物
。
間
中
只
有
花
香
之
無
封
歳
。
頃
ト
モ
不
尽
。
見

レ
ト
モ
不
消
。
真
二
造
物
之
無
尽
蔵
山
。
放
令
客
喋
之
。
陸
放
翁
詩
云
。
要
識

摘
花
無
尽
蔵
。
人
人
襟
袖
昔
香
帰
。
」
と
あ
る
。
　
－
、
隆
放
翁
へ
の
万
里
の

心
寄
せ
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
天
神
蒼
の
序
を
読
む
と
、
天
神
賛
仰
の
情

に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、
序
の
「
万
法
帰
一
。
一
則
梅

花
之
無
尽
蔵
也
。
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
前
掲
天
下
白
の
こ
と
ば
と
と
も
に
、

梅
花
無
尽
蔵
の
語
に
万
里
が
籠
め
て
い
た
意
味
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

2

後
付
の
丁
の
書
き
込
み
に
万
里
の
「
郡
句
説
」
が
あ
る
。
諸
本
に
も
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
長
文
で
も
あ
る
が
、
つ
ざ
に
全
文
を
掲
げ
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る

諸
本
と
の
異
同
を
注
記
す
る
。

郡
句
読

胡
帯
渓
漁
隠
先
生
引
雪
浪
斎
日
記
云
。
聯
句
古
無
此
法
。
自
退
之
斬
新
開

（

1

）

　

（

q

こ

聞
。
余
観
謝
宣
城
集
聯
句
七
請
。
陶
靖
節
集
聯
句
一
岩
。
杜
工
部
集
聯
句
一

（
H
）

詔
。
諸
公
已
先
為
之
。
至
＜
退
之
東
野
李
正
封
也
。
又
東
披
云
余
幼
鴨
里
人
程

連
用
∨
迅
之
亦
是
は
製
其
旧
。
岩
言
聯
句
白
迅
之
斬
新
闘
m
m
非
也
。
又
許
彦

周
詩
話
云
。
閻
句
之
班
。
＜
　
∨
楊
事
象
弟
子
由
会
草
舎
中
。
大
雨
聯
句
六

言
。
程
云
庭
松
侶
票
如
酔
。
楊
云
夏
雨
掠
涼
似
秋
。
余
云
有
客
高
吟
擁
鼻
。
子

由
云
無
人
共
喫
饅
頭
。
坐
唐
絶
倒
也
。
又
景
祐
中
蘇
才
翁
裸
子
美
送
梁
子
灘
有

（
ヰ
）

四
言
聯
句
云
。
憧
吟
哀
号
。
散
人
四
隣
。
駕
風
釣
鐘
。
以
脱
凡
鱗
。
山
谷
抜
之

云
。
才
翁
子
美
文
葦
。
一
衰
腱
痛
快
如
此
。
清
隆
不
足
呑
也
。
又
梅
南
錬
師
白
玉

（5）（6）

鱈
集
中
。
有
伏
聯
。
五
字
共
用
灰
。
有
平
郡
。
五
字
共
用
平
。
又
有
戯
郡
。
有

（7）

回
文
郡
。
有
損
聯
。
撒
聯
已
見
柏
吏
部
之
集
突
。
呂
氏
窮
慧
家
訓
云
。
王
荊
公

（

8

）

　

　

　

　

　

　

（

9

）

　

　

　

　

　

　

　

（

‖

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

1

）

共
東
披
曲
見
古
祖
。
集
聯
句
。
荊
公
破
些
石
。
巧
匠
野
川
骨
。
披
㌍
吟
弄
不
能（12）

対
。
達
巡
而
去
。
今
見
勝
之
数
体
。
五
言
別
所
常
用
。
而
其
中
之
灰
也
。
平

（
〓
）

也
。
誼
也
。
集
也
。
回
也
之
玉
。
只
重
逸
興
両
用
。
無
常
用
篤
。
四
吉
井
六

（
‖
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
）

言
。
蛸
其
体
已
並
柑
而
馳
。
高
才
雄
文
之
所
為
也
。
詩
話
小
説
之
中
。
未
布
石

（

1

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

7

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

は

）

其
加
持
柏
里
m
之
彷
彿
。
哀
蔑
。
所
学
不
広
大
。
黒
布
之
突
。
我
未
見
也
。
柏
木

（D）

邦
老
古
雛
芭
箆
融
有
之
。
耶
句
放
題
之
五
字
。
第
二
帯
状
。
是
為
正
体
。
第
二

（
2
0
）
　
　
　
　
（
2
1
）

E
．
国
平
。
是
為
偏
休
。
勤
遵
一
二
三
之
声
。
又
名
四
一
之
声
。
或
乾
坤
。
或
時

（22）

候
。
或
気
形
。
或
支
鉢
。
或
生
柿
。
或
器
財
。
或
企
股
。
或
光
彩
。
或
数
且
聖

（
2
3
）
　
　
　
（
〓
）
　
　
　
（
㍍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祁
）

或
虚
押
。
或
花
川
等
。
名
其
門
新
隔
六
句
八
句
用
之
。
句
法
同
者
不
取
之
。
前

13

不
可
用
甑
之
字
。
押
而
後
隔
十
句
用
之
。
不
為
栗
。
五
十
頂
之
中
。

（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

虚
字
二
三
亦
可
也
。
人
名
多
用
I
j
点
鬼
簿
乎
。
処
名
多
用
輿
地
志
平
。

（27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）

句
之
十
句
。
春
夏
之
気
象
。
則
不
雑
秋
冬
之
冷
与
涼
。

（

2

9

）

　

　

　

　

（

∽

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

〓

）

他
皆
効
之
也
。
於
句
中

（12）

態
字
二
而

（35）
夫
仏
語
之

（36）

烏
鉢
濯
。

（

㌍

）

　

　

　

　

　

（

3

8

）

　

（

3

9

）

禅
話
之
赤
肉
団
。
必
莫
森
森
。
莫
紛
紛
。
埜
以
梵
対
之
。
渓
以
漢
対

馬　之
C1　　　0

意（倭（
取怒之望
守　い
－　ろ

（

吊

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

2

）

　

　

（

1

3

）

は
以
倭
之
イ
ロ
バ
対
之
。
若
折
角
請
託
之
処
。
則
有
私
通
卓

（41）
隅
乎
裁
。
畳
字
故
事
忌
其
繁
多
也
。
隔
句
是
謂
扇
対
。
扇
対
別



（46）　　　　　　　　　　　　　　　　　（47）

五
十
翫
中
不
可
過
一
処
三
処
。
過
三
処
刑
為
甚
突
。
江
湖
兄
弟
之
高
鎧
。
貰
触

（
4
8
）
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

今
上
道
府
及
田
山
尊
宿
賓
主
年
少
之
三
諒
。
若
触
之
為
自
盲
也
。
能
守
布
置
為

（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
（
5
4
）

最
。
是
其
大
略
也
。
旦
至
句
之
工
拙
。
而
梨
花
李
花
白
。
桃
花
茶
花
紅
。
不
可

（

5

5

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5

6

）

　

（

5

7

）

（

調

）

折
。
四
賀
五
経
之
語
。
能
錬
両
用
之
。
則
㌫
丹
之
一
粒
。
凰
鉄
而
金
。
若
又
不

（59）

錬
而
用
之
。
則
大
倉
之
紅
米
也
。
腐
無
滋
味
。
呼
老
古
粧
之
富
加
斯
。
評
録
以

為
聯
句
説
。

（
1
）
七
　
群
・
史
－
一
（
2
）
八
字
　
群
・
史
ナ
シ
（
3
）
二
十
字
　
許
彦
周
詩

話
の
本
文
に
従
い
、
諸
本
の
ど
と
く
下
の
＜
　
V
の
箇
所
に
入
る
べ
し
（
4
）

耶
句
　
群
・
史
・
国
「
句
」
ナ
シ
（
5
）
戯
折
　
郡
・
史
・
図
－
戯
閻
也
（
6
）

七
字
　
群
・
史
・
回
ナ
シ
。
京
－
右
回
文
郡
四
字
ナ
シ
（
7
）
家
　
京
ナ
シ

（
8
）
曲
　
諸
本
ナ
シ
　
（
9
）
諸
本
集
句
聯
（
1
0
）
破
些
石
．
諸
本
　
「
日
」

（
1
1
）
屋
吟
弄
　
諸
本
ナ
シ
。
贅
渓
漁
隠
篇
話
前
集
巻
三
十
五
か
ら
引
用
す
れ

ば
つ
ぎ
の
ど
と
し
。
呂
氏
責
毅
訓
云
。
「
（
上
略
）
荊
公
好
集
句
。
群
於
東

披
処
見
古
観
。
東
披
令
荊
公
集
句
。
荊
公
云
巧
匠
新
山
骨
。
只
得
一
句
。
送

達
巡
而
去
。
（
下
略
）
」
．
ち
な
み
に
耶
句
説
口
頭
の
参
考
ま
で
に
引
用
す

れ
ば
、
葦
渓
漁
隠
叢
話
後
集
巻
十
、
習
渓
漁
隠
目
。
「
雪
浪
斎
日
記
云
。
退

之
聯
句
。
古
無
此
法
。
自
退
之
斬
新
m
m
。
則
非
也
。
」
（
1
2
）
平
也
…
之
五

の
十
字
　
諸
本
「
平
也
戯
也
之
三
」
（
1
3
）
五
字
　
諸
本
「
又
六
言
聯
四
言

＜
群
－
句
∨
耶
集
句
聯
」
（
1
4
）
蟻
　
諸
本
ナ
シ
（
1
5
）
有
右
　
群
・
史
・
同
－

看
記
。
京
－
見
（
1
6
）
之
彷
彿
　
群
・
史
・
国
－
之
者
。
京
ナ
シ
（
1
7
）
所
学

諸
本
「
所
学
所
見
」
（
1
8
）
未
見
也
　
諸
本
「
未
見
之
也
」
　
（
1
9
）
之
　
群
・

史
・
固
－
云
。
京
－
言
（
2
0
）
一
二
三
之
声
　
群
・
史
－
一
三
之
声
。
京
－
一

三
声
。
国
－
一
二
之
声
（
2
1
）
名
　
京
ナ
シ
（
2
2
）
諸
本
「
体
芸
」
（
2
3
）
諸
本
三

字
ナ
シ
（
2
4
）
複
　
群
・
史
・
京
－
視
。
こ
の
と
こ
ろ
緊
分
斑
略
の
門
邦
参
照

（
2
5
）
名
　
諸
本
「
各
」
（
2
6
）
不
敏
之
　
群
・
史
・
国
－
避
之
。
京
－
如
除
草

（
2
7
）
句
　
諸
本
「
面
」
（
2
8
）
冷
与
掠
　
群
・
史
・
図
－
冷
涼
。
京
1
掠
冷

（
2
9
）
親
　
離
・
史
・
国
－
同
餌
。
台
で
⊥
柚
脚
（
3
0
）
押
　
群
・
史
・
国
－
括

（
3
1
）
諸
本
三
字
ナ
シ
（
3
2
）
態
字
…
可
也
　
京
－
態
字
虚
字
二
両
可
也
（
3
3
）
人

名
　
諸
本
「
人
之
名
」
（
3
4
）
処
名
　
諸
本
「
処
之
名
」
（
3
5
）
仏
語
　
京
－
教

家
者
（
3
6
）
群
・
史
・
国
－
烏
鉢
拝
等
（
3
7
）
神
話
　
離
・
史
・
国
－
禅
語
。

京
－
禅
家
者
（
3
8
）
離
・
史
・
国
－
赤
肉
紺
等
。
京
－
赤
肉
団
也
（
3
9
）
必
　
諸

本
ナ
シ
（
4
0
）
之
い
ろ
は
　
蹄
・
史
・
固
四
字
ナ
シ
（
4
1
）
之
イ
ロ
　
バ
　
群
・

史
・
国
四
字
ナ
シ
。
京
－
之
い
ろ
は
（
4
2
）
岩
　
諸
本
「
若
至
」
　
（
4
3
）
謂

群
・
史
－
詣
（
4
4
）
取
　
諸
本
「
敢
」
（
4
5
）
乎
志
　
郎
・
史
・
国
ナ
シ
（
4
6
）

一
諸
本
「
二
」
（
4
7
）
七
字
　
京
－
江
湖
之
会
（
4
8
）
年
少
　
諸
本
　
「
年
少

等
」
（
讐
三
　
諸
本
ナ
シ
（
讐
宕
触
之
　
諸
本
「
砦
触
之
則
」
（
聖
為
良
　
一

京
－
者
難
哉
（
5
2
）
旦
　
群
・
史
－
且
。
諸
本
、
下
に
「
又
」
を
伴
う
（
5
3
）
　
1
4

（
5
4
）
花
　
諸
本
「
花
之
」
（
5
5
）
不
可
折
　
諸
本
「
不
可
不
拐
」
。
京
－
不
可
　
一

不
研
也
（
5
6
）
転
　
諸
本
「
点
」
（
5
7
）
金
　
鮮
・
史
－
成
金
。
京
－
作
金
（
5
8
）

若
又
　
諸
本
ナ
シ
（
5
9
）
米
也
　
諸
本
ナ
シ

（
群
・
史
・
国
・
京
は
そ
れ
ぞ
れ
続
群
書
湖
従
本
・
史
料
編
芸
所
一
本
・

国
会
図
書
館
本
・
京
都
大
学
「
五
山
禅
僧
詩
文
集
」
で
あ
る
。
）

続
群
書
親
従
本
・
史
料
編
針
所
本
・
国
会
図
書
飢
本
の
聯
句
説
の
末
尾
に
は

「
以
上
七
百
七
十
七
字
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
が
、
い
ま
算
え
る
に
前
二
者
は

七
百
六
十
七
字
、
後
一
者
は
七
百
七
十
五
字
で
あ
る
。
京
大
本
は
七
百
九
十
一

字
、
緊
分
斑
略
の
書
き
込
み
は
七
百
九
十
六
字
と
な
る
。

万
里
集
九
は
、
自
己
の
作
品
を
整
理
す
る
段
階
で
つ
ね
に
加
筆
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
桁
花
無
尽
蔵
」
の
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
流
布
の
際
の

誤
写
、
後
人
の
手
に
よ
る
加
筆
削
除
音
考
え
る
よ
り
も
、
万
只
自
身
の
手
に
よ



る
変
改
を
ま
ず
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
聯
句
説
の
全
文
を
掲
げ
た
所
以
で
あ

る
。緊

分
斑
晴
の
書
き
込
み
の
閉
句
説
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
末
尾
に

「
明
応
丁
卯
仲
冬
如
意
珠
日
　
梅
花
無
尽
蔵
漆
柄
万
里
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
聯
句
説
述
作
の
年
月
が
記
さ
れ
て
い
る
の
寓
こ
の
書
き
込
み
の
み
で

あ
り
、
諸
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
明
応
年
間
に
「
丁
卯
」
の
年
は
な
い
。
明
応
両
年
が
乙
卯
、
明
応

六
年
が
丁
巳
で
あ
る
。
「
明
応
丁
卯
云
云
」
が
後
人
の
偽
作
に
か
か
る
年
月
日

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
郡
句
説
そ
の
も
の
が
、
本
文
の
異
同
は

あ
る
に
し
て
も
、
万
畳
の
作
で
あ
る
以
上
、
年
月
日
の
み
偽
作
し
た
と
考
え
る

の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
L
は
「
明
応
乙
卯
云
云
」
と
あ
っ
た
の

を
、
こ
の
書
き
込
み
の
筆
者
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
曽
写
の
際
に
誤
り
記

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
さ
さ
か
砂
上
の
営
み
に
親
す
る
が
、
こ
の
吾
き
込
み
の
聯
句
説
が
明
応
四

年
に
成
っ
た
と
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

撞
花
無
尽
蔵
壁
二
下
、
明
応
四
年
乙
卯
の
条
に
万
里
は
「
今
帯
七
月
六
日
。

石
丸
丹
波
守
自
放
火
於
其
第
。
而
敗
軍
遁
江
。
又
赴
勢
陽
。
勢
暢
亦
不
穏
。
再

入
江
。
相
似
失
途
轍
也
。
以
故
両
州
．
Ⅱ
風
雅
産
生
研
。
」
と
注
し
て
い
る
。
美
濃

斎
藤
の
重
臣
で
あ
る
石
丸
丹
波
守
利
光
は
、
こ
の
年
六
月
斎
藤
妙
純
と
正
接
寺

に
戦
い
、
つ
い
で
加
納
府
を
攻
め
て
放
れ
、
近
江
に
逃
れ
た
。
船
田
前
記
に
見

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
万
里
が
七
月
末
か
ら
八
月
中
浣
ま
で
加
納
府
の
雲
門
寺

に
滞
留
し
て
後
鵜
沼
に
帰
っ
た
の
は
、
こ
の
乱
を
避
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

翌
五
年
に
は
し
ば
ら
く
居
を
米
島
に
移
し
、
六
年
二
月
に
は
霊
薬
山
正
接
寺
に

仮
寓
す
る
な
ど
、
万
里
自
身
「
就
中
江
左
岐
暢
之
一
乱
。
班
毎
投
脚
之
地
。
強

守
半
間
之
雲
而
己
。
可
憐
生
可
憐
生
。
」
　
（
明
応
六
年
壬
生
那
庵
宛
書
信
）
と

記
し
て
い
る
よ
う
に
戦
火
を
避
け
て
転
々
と
属
を
移
し
、
そ
れ
が
老
齢
の
万
里

の
健
康
を
い
ち
じ
る
し
く
害
す
る
結
果
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
郡
句
説
は
、

こ
の
加
納
府
の
雲
門
寺
か
ら
鵜
沼
に
帰
っ
た
十
一
月
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
五
山
禅
僧
詩
文
集
」
に
見
え

る
聯
句
説
の
文
末
に
「
越
之
後
州
雲
門
寺
之
僧
問
耶
句
之
説
。
余
浸
以
之
答

鷲
。
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
「
越
之
後
州
雲
門
寺
」
と
あ
る
以
上
、
こ
れ
は

摘
花
無
尽
蔵
拳
二
上
の
詩
注
に
「
越
之
後
州
宥
至
穂
雲
円
安
同
三
大
剃
。
」
と

あ
る
雲
門
寺
で
あ
っ
て
前
述
の
加
納
府
の
雲
門
寺
と
は
別
寺
で
あ
る
。
か
つ
て

万
里
が
太
田
道
沼
に
招
か
れ
て
江
戸
に
遊
び
、
帰
路
、
越
後
を
経
て
美
濃
に
入

る
ま
で
、
一
ケ
月
余
を
国
府
に
滞
相
し
、
そ
の
間
岩
耶
の
詔
刑
に
遊
ん
だ
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
雲
門
寺
を
訪
れ
た
徴
は
無
い
。
か
つ
て
浩
で
面
識
が
あ

り
今
は
雲
門
寺
に
仮
寓
し
て
い
る
聖
仲
座
元
が
滞
留
巾
の
万
里
を
訪
れ
、
景
徐

周
餅
へ
の
言
伝
を
托
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
た
。
詔
が
些
細

に
わ
た
る
が
、
こ
の
研
．
・
ェ
仲
座
元
、
続
群
密
加
療
本
・
史
料
編
欝
所
一
本
に
は

「
望
仲
座
元
」
と
あ
る
。
翰
林
苗
芦
集
の
記
事
を
も
参
れ
し
て
、
国
会
図
書
館

木
・
無
窮
会
高
田
与
清
書
入
本
の
ど
と
く
「
聖
仲
座
元
」
と
あ
る
の
が
よ
い
。

さ
て
、
続
群
書
湖
従
本
な
ど
で
は
耶
句
説
は
巻
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い

ま
梅
花
無
尽
蔵
編
蓑
の
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
巷
六
に
収

め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
文
明
・
兵
事
・
延
徒
年
間
の
作
で
あ
り
、
明
応
元
年
の

作
と
思
わ
れ
る
恵
橋
之
蓮
渓
英
丈
和
親
之
序
が
巻
尾
に
近
く
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
収
録
の
様
相
か
ら
推
す
と
耶
句
説
は
明
応
以
前
に
草
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
「
五
山
祁
僧
詩
文
集
」
の
聯
句
説
の
末
兄
の
「
…
相
関
郡
句
之

説
。
余
浸
以
之
答
篤
。
」
と
あ
る
文
も
、
す
で
に
成
っ
て
い
た
聯
句
説
を
以
っ

て
答
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
崇
分
Ⅲ
略
の
書
き
込
み
の
聯
句
説

は
、
「
丁
卯
」
に
不
安
を
残
す
と
し
て
も
、
明
応
に
入
っ
て
、
万
里
自
身
の
手
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で
何
度
め
か
に
書
か
れ
た
断
句
説
の
面
影
を
侍
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
。

本
文
の
異
同
に
一
段
と
心
を
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。

3

些
親
と
言
え
ば
ま
こ
と
に
些
細
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
万
里
の
作
品
に
う

い
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
二
つ
の
興
味
あ
る
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
点

で
、
こ
の
緊
分
誠
略
の
書
き
込
み
は
あ
り
が
た
い
。

こ
の
吾
き
込
み
に
記
さ
れ
て
い
る
、
万
畏
以
外
の
五
山
祁
僧
の
作
品
は
、
後

掲
の
疏
・
法
語
を
別
に
し
て
、
三
つ
し
か
な
い
。
う
ち
二
つ
は
四
河
入
梅
か
ら

の
転
写
と
思
わ
れ
る
の
で
、
対
照
し
て
掲
げ
る
。
上
欄
が
書
き
込
み
、
下
相
が

四
河
入
海
の
本
文
で
あ
る
。
四
河
入
海
は
東
福
寺
蔵
笑
雲
箪
一
百
筆
本
の
写
真

拉
製
に
拠
り
、
抄
物
大
成
本
を
併
せ
参
考
に
し
た
。

続
馨
淵
明
王
子
図
詩
。
典
午
山

河
爪
抗
日
。
長
沙
門
戸
菊
隋

秋
。
翁
応
自
責
子
何
茸
。
翔
酒

精
詩
空
白
疎
。

続
翠
淵
朋
長
子
図
詩
二
典
午
山
河
爪
潰

日
　
長
沙
門
戸
菊
新
秋
　
翁
応
自
責
子
何

意
　
濁
酒
清
詩
空
自
覿
ト
御
作
ア
ル
ソ
。

面
日
ソ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
十
七
下
）

翰
林
五
凪
集
巻
五
十
九
に
「
読
淵
明
玉
子
詩
」
と
起
し
て
こ
の
詩
を
収
む
。

続
翠
モ
牛
相
側
畔
瞑
膿
雨

酔
眼
玉
堂
雲
霧
窓
卜
御
作
ア

リ
。
在
相
方
年
描
□
ロ
メ
ト
ト

酔
テ
ハ
玉
堂
雲
一
日
目
一
ト
見
ナ

シ
テ
楽
ト
云
ワ
レ
ク
。
面
自
詩

也
。

続
翠
モ
牛
相
側
畔
瞑
陰
雨
　
酔
眼
玉
堂
雲

霧
窓
ト
ハ
御
作
ア
ッ
ク
レ
。
在
一
1
レ
南
方
二

年
相
　
－
　
テ
モ
メ
ト
～
酔
テ
ハ
玉
堂

雲
　
－
　
ト
見
ナ
シ
テ
楽
ト
云
ハ
レ
タ
ソ
。

面
白
詩
ソ
。
　
　
　
　
　
　
（
十
七
上
）

翰
林
五
狐
集
巻
六
十
一
に
「
賊
晃
書
芸
控
痙

夢
中
不
党
落
蛮
邦
　
年
相

西
畔
浜
没
雨
　
酔
眼
玉
堂
雲
霧
窓
」
　
（
克
披
戴
笠
図
）
の
詩
を
収
む
。

竹
下
縛
撃
三
石
兢
川
作
　
普
酢
独
醒
計
亦
云
　
薔
薇
隔
什
雨
於
麗
　
水
〓
…
粧
外

花
無
力
一
日
何
腎
的
此
君

こ
の
詩
、
補
掩
京
華
後
集
に
「
扇
面
竹
下
薔
薇
」
と
証
し
て
あ
り
。
文
明
十

二
年
の
作
か
。

こ
の
、
五
山
祁
僧
の
作
の
わ
ず
か
な
㌫
き
込
み
に
比
す
る
と
、
万
畳
の
二
作

の
書
き
込
み
は
か
な
り
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
江
西
龍
派
の
作

が
と
も
に
一
帝
智
相
聞
書
か
ら
の
抜
き
睾
さ
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
、
万
里
の
作

の
書
き
込
み
と
は
少
し
く
性
格
を
只
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

緊
分
甑
晴
の
こ
の
㌫
き
込
み
が
、
い
つ
の
坑
、
だ
れ
の
手
に
よ
っ
て
為
さ
れ

た
も
の
か
、
わ
た
く
L
は
答
え
得
な
い
。

緊
分
翫
略
の
本
文
の
最
終
丁
、
巻
二
下
平
柊
の
四
十
七
丁
ウ
ラ
の
余
白
に
「

主
清
彦
E
H
也
」
の
五
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
聯
句
説
の
本
文
が
こ
の
五
字

を
避
け
、
こ
れ
を
間
む
よ
う
に
㌫
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の

五
字
が
記
さ
れ
た
後
に
聯
句
説
が
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
五
字
が
緊
分
散
略
の
本
文
の
丁
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
な
く
、
は
じ

め
に
述
べ
た
よ
う
に
一
丁
毎
に
白
紙
に
貼
付
し
て
軍
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
余
白

に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
書
き
込
む
た
め
の
余
白
を
設
け
た
人
物
と
主
清
彦
と

署
し
た
人
物
と
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
、
書
き
込
み
を

検
す
る
に
、
す
べ
て
の
書
き
込
み
が
同
一
人
の
筆
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
主
な
る
一
人
を
考
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
上
に
他
の
人
に
よ
っ
て
書
き
込

み
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

後
付
の
丁
の
轟
き
込
み
に
以
参
西
党
住
相
同
同
門
疏
邦
序
が
あ
る
。
以
参
周

省
は
、
夢
窓
疎
石
－
鵠
秋
用
沢
－
無
伝
梵
燈
－
娠
鈍
妙
頴
－
以
参
周
省
と
い
う

天
龍
宗
派
寿
寧
派
の
法
系
に
属
す
る
僧
で
あ
る
。
桂
子
禅
味
に
は
以
参
西
堂
住
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相
国
詣
山
疏
が
あ
る
。
こ
の
以
参
西
堂
住
相
国
同
門
疏
井
序
は
景
徐
用
隣
の
作

で
翰
林
型
P
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
集
に
は
以
参
住
商
禅
諸
山
疏
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。
以
参
の
住
相
国
に
つ
い
て
は
、
扶
桑
五
山
記
・
五
山
歴
代
の
相

国
寺
住
持
歴
代
に
は
名
が
見
え
ぬ
。
た
だ
五
山
歴
代
の
相
国
寺
住
持
歴
代
の
上

部
書
き
込
み
に
「
姻
峯
　
伯
叔
（
升
）
　
季
睦
　
以
参
　
天
澤
　
凡
（
凪
）

壇
　
桃
源
」
　
（
（
　
）
内
筆
者
注
）
と
あ
っ
て
以
参
の
名
が
見
え
る
。
補
庵

京
華
別
集
に
は
以
参
省
西
堂
住
相
国
山
門
疏
が
あ
り
、
文
明
十
六
年
の
製
作
に

か
か
る
。
蔭
涼
軒
日
録
を
検
す
る
に
、
文
明
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に

和
国
住
持
旭
峯
の
名
が
見
え
、
翌
文
明
十
七
年
四
月
五
日
に
横
川
景
三
和
固
持

住
吉
立
の
こ
と
が
見
え
る
。
日
録
は
文
明
十
七
年
「
二
二
二
月
の
記
事
を

欠
く
。
文
明
十
七
年
四
月
二
十
一
日
梯
川
入
寺
、
五
月
八
日
枝
川
退
院
、
五
月

二
十
一
日
伯
升
相
国
再
住
書
立
、
六
月
一
日
よ
り
伯
升
出
仕
、
十
二
月
七
日
退

院
許
可
、
同
八
日
季
睦
相
国
寺
再
住
書
立
、
十
五
日
入
方
丈
、
文
明
十
八
年
四

月
十
七
日
退
院
、
同
二
十
二
日
天
澤
相
国
寺
再
住
欝
立
、
五
月
一
日
よ
り
出

頭
。
日
銀
八
・
九
・
十
月
の
記
串
を
欠
く
。
十
一
月
六
日
条
に
緒
子
英
が
桃
源

和
尚
住
相
国
方
外
疏
草
案
を
持
来
し
た
記
事
が
見
え
、
十
一
月
十
三
日
条
に
相

国
寺
住
持
金
漢
の
名
が
見
え
る
。
（
日
録
文
明
十
八
年
二
月
十
日
条
に
、
こ

の
間
の
事
情
に
触
れ
る
記
事
が
見
え
る
）
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
も
以
参
の
相
国

寺
入
寺
の
こ
と
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
成
苑
院
公
文
帳
・
相
国
寺
の
項
に
は

「
旭
峯
洪
舛
　
伯
升
梵
従
　
事
随
梵
恰
　
以
参
周
省
　
天
沢
等
恩
　
風
見
等

儀
　
桃
源
瑞
仙
　
金
渓
焚
鐸
」
と
あ
っ
て
相
国
寺
住
持
の
公
文
を
受
け
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
鳳
嶺
等
儀
に
つ
い
て
も
、
日
録
の
欠
除
る
ぁ
っ
て
確

言
は
で
き
な
い
が
相
国
寺
入
寺
の
こ
と
は
見
え
な
い
。
し
か
し
鳳
嶺
の
場
合
は

文
明
十
八
年
四
月
十
七
日
条
に
「
愚
白
。
相
国
寺
坐
公
文
事
。
離
為
御
停
止
。

等
持
寺
前
住
除
相
国
寺
。
別
之
寺
公
帖
拝
領
無
其
例
。
殊
等
伐
酋
堂
等
持
寺
前

住
之
頭
云
。
酋
芳
住
寺
法
智
之
故
。
以
一
段
之
儀
有
御
免
者
。
住
持
可
為
面

目
。
不
可
為
以
後
之
例
之
由
自
之
。
然
者
難
為
御
停
止
御
免
之
由
有
台
命
。
」

と
あ
り
、
相
国
寺
坐
公
文
を
受
け
て
い
る
。
以
参
に
も
ど
の
よ
う
な
事
情
が
存

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
参
の
住
相
国
疏
が
ど
う
し
て
こ
と
さ
ら
に
琶
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
景
徐
の
序
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
以
参
は
「
前
席
天
寧
」
　
－
　
す

な
わ
ち
尾
張
大
梁
山
天
寧
禅
寺
の
住
持
か
ら
相
国
寺
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
の
書
き
込
み
の
筆
者
は
天
寧
寺
に
か
か
わ
り
を
有
し
た
僧
で
は
な

か
ろ
う
か
。
後
付
の
丁
に
つ
ざ
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

謝
五
琉
首
結
周
桑
抑
上
堂

昨
日
山
僧
一
柄
亀
毛
。
膵
跳
入
五
頭
首
手
担
。
現
如
幻
身
。
説
無
益
義
。
夙

契
自
牛
機
縁
。
高
拠
黄
整
坐
位
。
夢
中
坐
断
都
史
天
宮
。
舌
端
激
郡
摩
詞
行
一

水
。
立
三
重
閻
排
斥
繭
露
頭
。
執
一
枝
筆
写
出
酋
来
意
。
或
撥
頓
大
蔵
小
蔵
。
　
1
7

或
軋
別
半
字
溝
字
。
今
朝
忽
複
本
形
。
与
山
椚
論
此
事
。
且
遺
功
朗
却
有
同
異
一

磨
。
一
抑
云
地
上
瞑
離
。
田
中
獅
子
。

右
為
紅
厩
首
座
古
以
為
他
日
之
琵
焉
　
康
正
三
年

だ
れ
の
法
語
か
不
明
で
あ
る
が
、
天
寧
寺
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
美
濃
・
尾

張
の
禅
寺
の
住
持
の
語
で
あ
ろ
う
か
。
康
正
三
年
の
年
次
も
注
目
さ
れ
る
。

大
梁
山
天
牢
寺
に
は
万
里
も
滞
留
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
天
寧
寺
で
は
な
い

と
し
て
も
、
万
里
と
か
か
わ
り
を
有
し
た
寺
に
関
係
あ
る
僧
に
よ
っ
て
こ
の
古

き
込
み
が
為
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
万
里
の
二
作
品
－
し
か
も
梅
花
無
尽
蔵

に
は
見
ら
れ
ぬ
点
を
含
ん
で
　
－
　
を
容
き
と
め
て
い
る
こ
と
も
納
得
さ
れ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
、
横
川
の
詩
、
景
徐
の
疏
の
ど
と
き
、
万
里
と
関
係

の
深
か
っ
た
僧
の
作
を
古
き
と
め
て
い
る
こ
と
も
。
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深
分
瑞
略
の
本
文
に
つ
い
て
の
吾
き
込
み
の
一
例
を
掲
げ
る
。
尤
挟
幽
第
十

一
・
文
体
門
の
「
頭
」
の
語
の
上
川
増
増
で
錘
誇
ツ
ケ
ラ
　
　
ス

頚
　
谷
一
侵
し
一
飲
こ
路
輯
常
二
餓
　
披
一
暫
　
着
レ
南
－
冠
ヲ
一
不
レ

到
ラ
ー
卒
延
璧
愁
詩
日
活
岳
愁
抹
生
堅
蓑
痩
好
悲
色
上
眉
－
猿
持
1
披
廿

注
　
曹
永
話
中
有
鳳
－
鞋
　
馬
－
電
　
蔵
－
ハ
馬
祖
弟
子
ノ
智
蔵
云
－
カ
日

ソ
　
碧
岩
欒
一
歳
－
白
海
－
黒
卜
云
ソ
　
石
丈
恵
海
ハ
頭
黒
ソ
　
杜
詩
云

埼
1
ヨ
り
　
出
二
滞
閏
ヲ
一

こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
ど
と
く
、
瑞
略
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
、

用
語
例
を
轟
き
込
ん
だ
も
の
で
、
出
典
は
広
汎
で
あ
る
が
と
く
に
兼
披
詩
・
山

谷
詩
か
ら
の
用
語
例
が
多
い
。
こ
の
点
で
も
万
埋
集
九
が
山
谷
詩
注
の
帳
中

香
、
東
披
詩
注
の
天
下
白
を
著
述
し
て
い
る
こ
と
が
患
起
さ
れ
る
。
つ
ぎ
の
書

き
込
み
に
注
目
す
る
。
上
欄
は
書
き
込
み
、
下
欄
は
四
河
入
海
の
本
文
と
の
対

（
「
徐
」
の
注
）

自
云
。
本
朝
人
望
石
一
代
後
団
融
院
永
和
二
年
丙

辰
。
即
大
明
朝
洪
武
九
年
也
。
津
絶
海
在
大
明
朝
。

太
祖
絶
海
於
英
武
桂
。
顧
問
熊
野
腐
。
絶
海
献
詩

云
。
熊
野
峯
前
徐
福
岡
。
満
山
草
木
雨
餃
肥
。
只
今

海
上
波
苺
穏
。
万
里
好
凪
須
早
帰
。
太
祖
賜
和
云
。

熊
野
峰
高
血
金
岡
。
松
根
琉
和
也
応
肥
。
常
年
徐
福

°

　

°

　

°

　

’

　

e

　

°

求
仙
薬
。
置
到
如
今
更
不
帰
。
義
堅
ハ
帖
九
云
。
有

山
名
富
二
亦
名
蓬
莱
。
山
陵
三
面
是
海
。
一
桑
上
客

頂
有
大
畑
。
目
中
上
。
有
諸
峰
流
下
。
夜
即
却
上
。

常
闇
音
楽
。
徐
福
止
此
謂
琵
菜
。
至
今
子
孫
暦
日
棄

氏
。
彼
固
古
今
無
侵
奪
者
。
寵
神
報
護
法
不
殺
人
。

為
過
者
配
在
人
島
。
其
地
霊
境
名
山
。
不
及
一
々
記

せ

（
十
七
下
）

大云云義蜂
ll O、楚
宝火　義六

琵哺
六九
哺云
塾1
7＝‘‾‾

校
で
あ
る
。

芳
云
。
梧
彦
猷
名
的
。
銀
班
人
。
仁
宗
時
為
知
制

詩
。
子
掴
。
字
林
夫
。
父
任
為
官
。
燕
寧
初
上
吾
。

育
苗
法
不
行
。
冗
談
大
臣
異
議
者
。
王
安
石
苗
其
言

云
々
。
力
数
安
石
。
用
人
変
法
非
是
。
至
六
十
於

横
。
林
大
口
。
安
石
以
昏
布
為
腹
心
。
張
琉
季
定
為

爪
牙
。
張
商
英
れ
憺
犬
。
逆
意
者
。
雑
腎
為
不
門
。

附
己
者
。
雄
不
肖
為
賢
。
毎
詔
一
事
車
。
即
措
安
石

目
。
請
陛
下
宣
諭
安
石
。
田
所
言
虎
耶
実
郡
。
上
髭

止
之
。
掴
憬
概
自
若
云
云
。

（
十
七
上
）

凋
1
個

軍
事
云
云
1
言
の

下
、
四
十
五
字
略

林
犬
目
1
日

臣
1
ナ
シ
　
虚
耶
実

郡
1
虚
邪
実
邪
　
概

l
厩

（
「
愁
」
の
注
）

チ
、
イ
ナ
ル
「
チ

自
云
。
双
燕
語
二
春
－
チ
一
不
レ
‥
知
氾
需
巨
大

護
－
▼
設

也
1
之

栽
二
l
得
リ
呉
王
一
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悶
ノ
ー
チ
一
江
葦
日
々
喚
サ
レ
　
ー
テ
生

双
燕
云
云
の
白
云
は
い
ず
れ
の
巻
に
あ
る
の
か
い
ま
だ
確
か
め
得
な
い
。
芳

云
、
自
云
の
語
に
よ
っ
て
四
河
入
海
か
ら
の
抄
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

つ
ぎ
の
ど
と
き
書
き
込
み
も
見
え
る
。

披
十
七
云
。
尺
一
束
莱
喚
我
帰
。
漠
何
奴

伝
。
漠
遺
粗
干
吾
以
尺
一
憤
。
後
沌
陽
球

伝
。
徒
衛
尉
敢
尚
書
令
。
君
津
不
得
稽
留

尺
一
。
李
雲
伝
。
尺
一
梓
川
不
経
御
省
。

°

　

°

　

°

尺
一
牒
謂
詔
策
也
。
尺
一
ハ
天
子
ノ
詔
書

（
十
七
上
）

芳
云
。
漠
伺
奴
伝
。
詔
露
也
。

見
撲
官
儀
。

一
云
。
（
上
略
）
尺
一
ハ
天
子

ノ
詔
書
ヲ
云
ソ
。
摸
ノ
制
二
尺



也
。
漂
制
尺
一
之
版
以
写
詔
霞
也
。
咲
雲

伐
二
尺
一
ハ
長
サ
一
尺
一
寸
之
義
欺
。

一
之
版
以
写
詔
書
ソ
。
三
私

ナ
カ
サ

云
。
尺
一
ハ
長
一
尺
一
寸
之
義

敗
。

（
「
中
」
の
注
）

披
十
五
　
時
複
中
之
徐
泡

聖
。
々
々
々
言
レ
清
酒
。

ル
モ
ノ
ヲ

昔
徐
出
以
二
‥
洒
之
清
一

為
レ
聖
人
ト
。
以
二
潟
ル

者
ヲ
一
箪
一
賢
人
ト
一
。
孟

嘉
堕
レ
酒
恒
温
咲
。
捺
由

狂
言
孟
穂
緑
。
公
独
未
知

共
時
耳
。
n
今
時
複
一
中

之
。
古
語
云
。
時
復
中
之

徐
塵
聖
。
徐
斑
酔
狂
市

キ
ハ

中
レ
聖
云
。
斉
己
以
二
中
ノ

字
一
為
二
去
声
ト
一
。
彼
ハ

以
二
中
ノ
宇
チ
一
為
二
平

声
l
。
翫
府
以
二
時
一
中
l

入
二
上
平
ノ
東
ノ
餌
．
1
一
。

窯
取
こ
班
此
義
一
欺
。

（
「
背
」
の
注
）

披
十
七
　
追
音
速
保
罪
及

撃
　
言
ハ
背
罪
刑
人
ト
テ

ア
イ
ナ
ヒ
ク
ノ
心
也
。
侶

説
モ
督
靡
刑
人
也
。
数
人
ヲ

（
十
五
上
）

自
云
。
・
（
上
略
）
先
生
詩
l
吾
孟
嘉
嗜
洒
恒
温

咲
。
捻
出
狂
言
孟
徳
疑
。
公
地
未
知
其
趣
耳
。

臣
今
時
復
一
中
之
。
（
中
略
）
某
謂
。
蓄
己
以

小
字
為
去
声
。
先
生
以
小
字
為
平
声
。
m
府

以
二
時
一
中
一
入
ル
こ
上
平
ノ
東
ノ
畠
二
一
。
蓋

取
先
生
義
蠍
。
（
下
略
）

三
私
云
。
（
上
略
）
時
複
　
－
　
北
‖
徐
逸
酒
ノ
活

着
ヲ
以
テ
ハ
為
シ
レ
　
聖
人
ト
沈
着
ヲ
以
テ
ハ

為
㌫
⊥
l
人
ソ
。
（
略
）
我
ハ
チ
ッ
ト
モ
飲
ハ
酔

狂
ヲ
ツ
カ
マ
ツ
ル
ホ
ト
ニ
ソ
。
徐
逸
ヲ
以
テ
宰

ア
サ
ラ
レ

老
二
比
ソ
。
徐
逸
力
中
レ
　
聖
ユ
タ
ル
カ
如
二

蓑
票
モ
メ
ト
ト
酔
ハ
ル
ル
ホ
ト
エ
ソ
。
（
暗
）

時
二
復
中
レ
之
二
徐
速
力
聖
ト
云
モ
古
語
ナ
レ

ハ
又
古
語
ヲ
以
テ
対
シ
テ
田
多
～
ト
云
ソ
。

（
下
略
）

（
十
七
上
）

一
一
吾
　
（
上
略
）
追
育
ト
云
ハ
督
卜
云
意
ハ
芳

郎
ノ
刑
人
ナ
ン
ト
ト
云
モ
ア
イ
ナ
ヒ
ク
ト
云
心

ソ
。
（
略
）
サ
ル
ホ
ト
ニ
僧
説
ナ
ン
ト
モ
芳
田

チ
イ追

ツ
ラ
、
そ
T
E
非
也
。
辻
保

ハ
保
ハ
Ⅱ
之
儀
。
十
家
ヲ

日
レ
保
ト
。
通
保
ハ

同
株
同
盟
之
羞
也
。
保
甲

L
r
ヲ

辻
村
云
一
村
一
村
ヲ
分
ケ

テ
一
人
有
レ
罪
其
一
村
皆

罪
也
。

刑
人
テ
ア
リ
シ
ソ
。
今
言
ハ
ア
マ
タ
ヲ
ヲ
イ
ツ

ラ
ネ
テ
ツ
ミ
ス
ル
ソ
。
連
保
ト
云
ハ
保
甲
連
村

ナ
ン
ト
ト
云
テ
一
村
一
村
ヲ
ワ
ケ
テ
一
人
罪
ア

ヅ
ミ

レ
ハ
其
ノ
一
村
ヲ
地
目
罪
ス
ル
抹
ナ
ル
事
ソ
。

（
下
略
）

保
ハ
三
私
云
。
里
之
義
ソ
。
十
家
H
保
卜
云
ホ

ト
ニ
ソ
。
連
保
ハ
同
保
之
義
ソ
。
同
株
ハ
同
里

之
義
ソ
。

こ
れ
ら
の
書
き
込
み
を
見
る
と
、
笑
雲
清
三
の
説
を
も
引
用
し
て
い
る
の
で

四
河
入
海
の
成
立
後
の
招
き
込
み
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
期
の

書
き
込
み
は
四
河
入
海
の
巷
十
五
・
十
六
・
十
七
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
、
用
語

例
は
東
班
詩
の
各
巻
に
ひ
ろ
く
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
欝
き
込
み
に

際
し
て
参
考
に
し
得
た
四
河
入
梅
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。四

河
入
海
を
引
用
す
る
無
比
の
自
由
さ
も
注
目
さ
れ
る
。
単
に
抄
録
者
の
慈

恵
と
見
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
今
後
も
う
す
こ
し
検
討
し
た
い
と
思
う
。

丹
念
に
な
さ
れ
た
仕
事
に
は
迫
力
が
あ
る
。
そ
の
迫
力
が
お
の
ず
か
ら
問
題

を
振
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
古
人
の
営
み
の
多
く
が
、
厩
み
る
人
も
な
く
、
時

の
経
過
の
う
ち
に
忘
れ
去
ら
れ
、
や
が
て
朽
損
し
て
い
く
こ
と
に
深
い
悲
し
み

を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

川
瀬
一
馬
氏
著
「
五
山
版
の
研
究
」
上
巻
・
祁
籍
解
題
の
緊
分
斑
略
の
項

に
、
万
里
自
筆
貴
人
本
と
言
わ
れ
る
神
田
董
一
郎
博
士
蔵
本
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
未
見
の
書
で
あ
る
が
、
琵
左
文
種
本
と
あ
る
い
は
か
か
わ
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

－
　
広
島
大
学
教
授
　
－
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